
(小中連携発表会）

いのちの現場からのメッセージ

養護教諭 六郷 恵子

私はその日、「いのちの教室」の講師の先生に会うために、済生会高岡病院の産婦人科病棟を訪れて

いた。もう夜の８時を過ぎているというのに、ナースセンターは賑わい、助産師、看護師が忙しく走っ

ていた。ナースセンターの中心に置かれてある心電図モニターが強調しているかのように点滅していた。

たった今、分娩が終わったようである。これが助産師、三歩一貴子さんの職場「命の現場」である。

去る１１月１４日に、済生会高岡病院の助産師三歩一貴子さんによる２年生対象の「いのちの教室」

が開催された。ご自身の助産師としての臨床経験を交えながら、生命の誕生のしくみや、胎児の成長や

お産についてお話してくださった。出産する過程で、胎児が、陣痛というストレスに負けないで、力を

振り絞って誕生したことを学び、生徒たちは自分は生きる力をもって生まれてきたのだということを実

感した。折り紙に空けた針の穴は、命のもとである受精卵の大きさであることを知り、胎内で２８０日

間、２０００倍の大きさに成長することに驚いていた。体験学習では、妊婦ジャケットを装着しての妊

婦体験や新生児の抱っこ体験もさせていただいた。新生児の人形の目を見つめながら柔らかな表情で抱

いている生徒の姿は優美で、まるでマリア様のようであった。妊婦ジャケットを装着してもらった男子

生徒は、初めは照れくさそうであったが、そのうちに座ったり歩いたりしている姿が見られるようなっ

た。

本校は、「いのちの教室」を開催してから今回で１０年目を迎えた。これも、保護者の方々の理解や

支援、高岡厚生センター様のご協力はもとより、「生きる力を生徒たちに届けたい」と強く願っている

助産師さん方の熱意のおかげである。「生きていくのが辛い」「私なんか死んでも誰も悲しんでくれな

い」と思うことがあるかもしれない。そんな時「いのちの教室」のことを思い出して欲しい。全ての力

を振り絞ってこの世に誕生したみなさんは生きることを選びとったことを。

の行事予定
3日(月) 期末考査1日目 18日(火) 書初練習、大清掃
4日(火） 期末考査2日目 19日(水) 保護者会1日目
5日(水) 期末考査3日目、ものづくり講演会 20日(木) 保護者会2日目、給食最終
6日(木) 保育実習 21日(金) 終業式
7日(金) 実力テスト③ 23日(日) 天皇誕生日
13日(木) 実力テスト④１日目 24日(月) 振替休日
14日(金) 実力テスト④２日目、球技大会 25日(火) 冬季休業(～1月7日)
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☆ 受 賞 記 録 ☆

高岡の歴史文化に親しむ日 短歌の部 最優秀賞 原田 悠愛

とやま県民家庭の日作品コンクール ポスターの部 県教育長賞 浅川 詩乃

ＪＡ共済全国小・中学生書道コンクール 銅賞 岡山 莉呼

高峰譲吉講演会を聞いて高峰譲吉講演会を聞いて
１１月２０日（火）、ＮＰＯ法人高峰譲吉博士研究会 理事長 清水 昌先生から、「いまも世界に輝く

高峰さんの業績」という演題のもと、わが郷土の偉人である高峰譲吉博士のお話をしていただきました。

生活ノートより生活ノートより

（１１月１６日 授業参観の様子）

（保健体育） （技術・家庭科）

今日５限目に、小学５年生が来て箏を教

えてあげました。教えてあげた時、真剣に

聞いてくれたので驚きました。そして、と

ても楽しかったのでよかったです。

高峰譲吉が高岡に生まれてその後どのよ

うな生き方をしたのか知ることができまし

た。高峰譲吉が子供の時に各地に勉強しに

行ったのは、幕府から選ばれたからと幕府

にも認められるほどの勉強家だと思いまし

た。

百年たった今でも使われている数少ない

医薬品を開発するという偉業を達成したと

聞きました。世界に大きく貢献した人なの

で、もっと高峰譲吉の名前が知れ渡ればい

いなと思いました。

高岡出身の方でこんなにも素晴らしい業

績を残した方を全く知りませんでした。高

峰譲吉を見習って様々な分野で何歳になっ

ても好奇心をもつことを忘れないでいたい

と思いました。

美術の時間に鏡を見て自分の顔を描きま

した。うまくできなかったので、次の時間

は描けるようにしたいです。

家庭科で保育園に行くための準備をしま

した。３，５の２つの班で「アンパンマン」

の劇をすることになりました。楽しく見て

もらえるよう頑張りたいと思います。

英語の時間に、カルタをして、英文を言

う練習をしました。次の英作文も頑張りた

いと思います。

高校説明会があって、改めて進路決定が

もう目の前にきていると感じました。今日

聞いたことを進路を決めるときに生かした

いです。また、勉強も連休にたくさんしよ

うと思いました。

高岡で生まれ、金沢で育った高峰譲吉は、

私にとって身近な偉人だと知ってとても驚

きました。講演を聞いて、新しいことに挑

戦するときは、何事にも恐れずに、冒険す

ることが大切なことだと思いました。


